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国保依田窪病院の理念 ●地域に密着した心あたたかな医療を実践します
●地域における基幹病院として高度医療を提供します

地域の皆様へ情報発信

☆呼吸器外科外来の紹介
毎月第 2 金曜日の午後 2 時から呼吸器外科の専門外来を開設しています。
担当医師は、地元武石地区出身の北里大学医学部呼吸器外科佐藤教授です。
他院からの紹介がなくとも、専門医の受診ができます。
肺疾患等で、お悩みや不安をお持ちの皆様の受診をお待ちしています。
お気軽にご相談ください。 上記問合先　医事課　電話：0268（68）2036
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　二
月
三
日
（
水
）
上
田
市
武
石
藪
合
自
治
会
で
出
前
講
座
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
厳
し
い
寒
さ
の
中
、
地
区
の

公
民
館
に
は
、
大
勢
の
自
治
会
の
皆
さ
ん
に
お
集
ま
り
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　講
座
で
は
、
認
知
症
認
定
看
護
師
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
ジ
ョ
ン

植
木
看
護
副
師
長
が
、「
認
知
症
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
話
を

い
た
し
ま
し
た
。
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
四
人
に
一
人
が
認

知
症
を
患
っ
て
い
る
と
い
う
現
実
に
参
加
者
の
関
心
も
高
く
、

講
座
の
終
盤
に
は
い
く

つ
も
の
質
問
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　講
座
一
覧
は
、
病
院

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

料
金
は
無
料
で
す
。
こ
れ

以
外
の
メ
ニ
ュ
ー
で
も
、

ご
希
望
に
よ
り
相
談
に

応
じ
ま
す
。

（
出
前
講
座
係

　
　 

６
８
・
０
０
３
６
）

　当
院
と
丸
子
テ
レ
ビ
放
送
が
協
同
制
作
し
た
情
報

提
供
番
組
「
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　依
田
窪

病
院
N
O
W
」
に
、
昨
年
九
月
よ
り
当
院
医
師
が
毎
月

交
代
で
出
演
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
医
療
に

関
す
る
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　毎
週
土
曜
日
に
放
送
し
て
い
る
番
組
で
は
、
病
気

や
け
が
に
対
す
る
基
礎
知
識
を
分
か
り
や
す
く
お
伝
え

し
て
い
ま
す
。

　
　

　二
月
の
放
送
で
は
、
小
澤
副
院
長
が
出
演
し
て
、

「
乳
が
ん
の
予
防
と
早
期
発
見
」
に
つ
い
て
、
話
さ
れ

ま
し
た
。

　放
送
し
た
番
組
は
、
一
ケ
月
遅
れ
で
長
和
町

「
ゆ
い
ネ
ッ
ト
」
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ま
た
、
病
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
過
去
の
放
送
分
を
ご
覧
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

出
前
講
座
の
開
催 

《２月放送番組に出演した小澤副院長》

〈 透析スタッフ 〉

今年度更新した
デジタルマンモグラフィー《　　　　　　》
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＜ 放射線科スタッフ ＞

＜平成23年度に更新したMRI＞ 

　十
二
月
十
五
日
病
院
と
依
田
窪
南
部
消
防
署
に
よ
る

救
急
検
討
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
会
議
は
、
地
域

医
療
を
し
っ
か
り
と
守
っ
て
い
く
た
め
に
、
救
急
業
務
が

円
滑
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
両
者
の
間
で
様
々
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
月
か
ら
新
た
に
救
命

救
急
士
が
行
え
る
処
置
の
実
演
も
あ
り
、
連
携
が
深
ま
り

ま
し
た
。 12月 

　一
月
二
十
九
日
、
職
員

を
対
象
と
し
た
医
療
安
全

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

研
修
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
に
よ
る

医
療
事
故
防
止
に
つ
い

て
、
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　「鬼
は
外
」「
福
は
内
」 

二
月
三
日
院
内
保
育
所
で

節
分
の
豆
ま
き
行
事
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

園
児
た
ち
は
、

元
気
よ
く
赤
鬼
に
豆
を
投
げ

て
い
ま
し
た
。

２月 

１月 

　皆
さ
ん「 

放
射
線
」と
聞
く
と「 

怖
い
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
お
あ
り
で
し
ょ
う
か
？

放
射
線
は
、
も
の
を
通
り
抜
け
る
力
（ 

透
過
力
）
や
、
物
質
を
変
質
さ
せ
る
働
き
な
ど

の
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
性
質
を
生
か
し
て
、
医
療
、
農
業
、
工
業
な
ど
多
く

の
分
野
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
決
し
て
「
怖
い
」
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　当
院
放
射
線
科
で
は
、
放
射
線
の
透
過
力
を
利
用
し
、
胸
部
や
腹
部
、
骨
な
ど
の

一
般
Ｘ
線
撮
影
、
体
の
断
面
を
映
し
出
す
Ｃ
Ｔ
検
査
（
冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
も
可
能
で
す
。）、

造
影
剤
を
用
い
た
造
影
検
査（ 

血
管
、胃
、大
腸
等
）、乳
房
撮
影（ 

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）

装
置
を
用
い
た
乳
房
検
診
等
、

普
通
の
光
で
は
覗
け
な
い
体
の

内
部
の
撮
影
、
検
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
放
射
線
を
使
用

せ
ず
、
磁
気
と
電
波
に
よ
っ
て

体
の
断
面
を
映
し
出
す
Ｍ
Ｒ
Ｉ

検
査
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

　当
院
放
射
線
科
の
ス
タ
ッ
フ
は
、

診
療
放
射
線
技
師
四
名
と
看
護

助
手
一
名
で
、
放
射
線
科
の
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　体
格
も
容
姿
も
年
齢
も
様
々
で

す
が
、
優
し
く
丁
寧
に
患
者
様
と

接
し
、
安
心
、
安
全
な
撮
影
、

検
査
を
提
供
す
る
よ
う
努
め
て
い

ま
す
。

　最
後
に
、
放
射
線
に
関
す
る
こ

と
、
放
射
線
撮
影
、
検
査
に
関
す
る
こ

と
等
、
お
聞
き
に
な
り
た
い
事
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ス
タ
ッ
フ
に
お

声
か
け
く
だ
さ
い
。

 

放
射
線
科
科
長

　山
口
和
弘
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